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　急速な少子高齢化，医療の高度化・専門化など
を背景に，看護職を取り巻く環境は年々著しく変
化している．社会の看護へのニーズも多様化し，
専門的な知識や技術の質の高さが求められる．し
かし，近年，新卒看護師が知識や技術の未熟さに
直面し，早期に離職することが社会的問題となっ
ている．2014年日本看護協会が実施した調査によ
ると1），新卒看護師の離職率は，例年減少傾向に
あるものの7.9% を占めており，問題は継続して

いると言える．
　文部科学省『大学における看護系人材育成の在
り方に関する検討会』では，生涯にわたり継続し
て専門的能力を向上させる自己のキャリアマネジ
メント能力の育成が，コアとなる看護教育の一つ
として位置付けられている2）．その中で，4年間
の大学教育を通して，学生自らが専門職としての
成長と能力開発を図っていく姿勢を形成できるよ
う導くことが示されている．さらに，先行研究で
は，看護職者のキャリア志向，つまり，職位の上
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昇を目指すということだけではなく，個々の看護
職が自分の職業を引き受け，成長し，自己実現を
目指すという姿勢は，すでに組織に参入する以前
の学校出口でその大枠が決定されることが報告さ
れている3）．さらに中原らは4），新人看護師の職
業的成熟度（個々人が職業的発達に向けて自律的
に職業上の意志決定や選択を行い，適応していく
ための準備状態）は，学生時代のキャリアアップ
に関する学習と有意な関連があることを示してい
る．これらの報告からも，看護学生における職業
的アイデンティティやキャリア志向の涵養は，大
学教育の重要な役割だと考える．
　本年度，第1期生が卒業する本学では，キャリ
ア支援の一環として，各種ガイダンスや講座等に
取り組んできた．これらの支援活動が学生の意識
に相応したものであるか，また，職業意識を促進
するきっかけと成り得ているのか明らかにするこ
とは，今後の具体的な支援方法を検討する上で，
貴重なデータとなる．本研究の目的は，①開学し
て4年間に取り組んだ一連のキャリア支援活動を
評価する，②看護大学生の就職活動の現状と課題
を明確化する，③②の結果をもとに，大学生の現
状にあったキャリア支援の課題を明確にする，の

3点である．

1.方法
1.1　キャリア支援の取り組み
1.1.1　キャリア支援に対する考え方
　本学におけるキャリア支援に対する基本的な考
え方は，看護学生が大学入学時より自らの職業観
を明確化し，個々の将来像を描くための取り組み
として位置づけられている．人間理解と統合的な
アセスメント能力，そして人間関係形成力を基盤
とした看護学の修得には，どのような学生にとっ
ても，自分と他者に向き合う試練が待っている．
さらに卒業と同時に看護師国家資格を得るための
学習を積み上げるためには，個々の学生が，具体
的な将来像に向けて基本条件を達成する目標を明
確化することが必要である．教員は，学生の進路
選択が主体的に行えるよう，必要なスキルや知識
を習得する機会と情報を，個々の学生のニーズに
沿って提供している．
1.1.2　キャリア支援体制と年間プログラム
　大学におけるキャリア支援は，進路対策委員会
およびキャリア支援センターの役割であるが，教
職員は学生個々への対応も担っている（図1）．キャ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1 ࢟ࣕリアᨭ᥼年間ࣛࢢࣟࣉム 

図㸯 ࢟ࣕリアᨭ᥼体ไ 

 表1　キャリア支援年間プログラム
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リア支援対策の方向性や年間プログラム（表1）
の検討に関しては，大学進路対策委員会における
検討・承認を経て，主に看護学科進路対策委員が
担っている．また，求人訪問者の対応や求人資料
の整理など事務的な役割は，就職係と学科委員が
連携し情報共有しながら担っており，求人情報は
いつでも学生が閲覧できるよう，管理されている．
1学年80～100名の学生は，各学年担任に加え，
SG（Small Group）制による自らの担当教員より，
定期的な個別指導・助言を受けることができる．
進路対策委員が，適宜，学年担任と SG教員との
情報交換により学生の状況を把握し，連携体制を
とることによって，学生は随時，相談窓口を選ん
で，助言を受けることができる．その際，学生の
個人情報の取り扱いについては，十分な配慮を心
がけている．

1.2　調査対象および調査内容
　2013年～2014年に実施した一連のキャリア支援
対策の実績と，看護学科3年次生，4年次生を対象
にしたキャリア支援に関する調査結果を分析した．
分析内容は，①本格的に就職活動を始める3年次
生74名に実施した就職活動調査（2014年7月）と，
②就職活動も採用試験も終了した4年次生6名を対
象とした半構成的面接法（2014年10月）によるイ
ンタビュー結果とした．
　就職活動調査では，3年次の就職活動状況と就
職活動に対する意識を調査するため，就職活動状
況（就職に関する情報収集，合同就職説明会への
参加，病院見学の有無），就職に関する情報源，
活動のきっかけ，就職活動に関する意識，就職先
の選択要因から構成した．就職活動に対する意識
は，職業レディネス尺度5）（就職を控えた学生が．

就業に就くことに対し，どの程度成熟した考えを
持っているかを測定する尺度）を参考に，「自分
の適性や希望に合った施設に就職することをよく
考える」，「将来，どこに就職するかということに
ついて考える」，「就職してから役立つ知識や技術
は積極的に習得したい」，「看護職としてのキャリ
アアップ（進学や特定看護師の資格取得など）に
ついて考える」の4設問で構成し，それぞれ，「と
てもあてはまる」，「どちらといえばあてはまる」，
「どちらかといえばあてはまらない」，「全くあて
はまらない」の4択式とした．調査は，無記名自
記式質問紙にて実施した．
　一方，4年次生を対象に4月に実施した第2回進
路調査では，どこに就職するかを検討していない
学生が44% を占めていた．その後，教員による
個人面接や，積極的な求人情報の提供等により，
就職内定率は徐々に上昇したものの，この時期に
至るまで進路希望がない状況は問題視すべきだと
考えた．当時の学生の就職活動への思いを明らか
にするために，すでに就職先が決定した4年次生6
名（男子1名，女子5名）を無作為に選定し，半構
成的面接を実施した．面接では，就職活動におい
て学生がどのような思いを抱いてきたのか明らか
にするために，インタビューガイドに基づき，実
際に行った就職活動，就職先が決定するまでの思
いについて自由に語ってもらった．内容は，承諾
を得て ICレコーダーに録音し，逐語録を作成した．
面接は6名とも1回ずつ，1人当たり20～30分間実
施した．

1.3　分析方法
　就職活動調査の質問項目については記述統計量
を求め，さらにMann－W hitney U 検定を用いて，
就職活動状況と就職に関する意識との関連をみた．
統計処理は，SPSS Statistics 21を用いた．
　インタビューで得たデータは，進路決定までの
就職活動に対する学生の思いに注目して逐語録を
繰り返し読み，文脈を抽出して，対象者毎に要約
した．そして6名の対象者間の類似性，相違性を
明らかにした上で，サブカテゴリー，カテゴリー，
に整理した．
　データの分析や解釈の妥当性を高めるために，
研究過程を通して研究者2名で分析結果の確認を

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1 ࢟ࣕリアᨭ᥼年間ࣛࢢࣟࣉム 

図㸯 ࢟ࣕリアᨭ᥼体ไ 

 
図1　キャリア支援体制
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行い，質的研究の専門家である指導教員からスー
パービジョンを受けた．

1.4　倫理的配慮
　分析の対象となる調査は，就職支援に役立てる
資料とすること，個人が特定されないよう管理す
ることを説明し，同意を得て実施されたものだが，
今回，あらためて，調査の目的・方法，参加の有
無にかかわらず成績評価には関係なく，不利益は
被らないこと，結果は個人が特定されないよう統
計的に処理し学会等にて発表することを口頭およ
び文書にて説明し，同意書への署名をもって同意
を得た．
　なお，本研究は，純真学園大学保健医療学部倫
理審査委員会より承認を得て実施した（承認番号
17）．

�.݁Ռ
2.1　キャリア支援プログラムとその評価
　キャリア支援の取り組みについて，各講座に対
する学生の評価・感想をふまえ，あらためてその
意義についてまとめた．
①入学時オリエンテーション
　入学時におけるキャリア支援の目的と年間計画
に関するオリエンテーションの説明を行い，キャ
リアマネジメントに対する意識を促している．
②社会人セミナー
　本学では，1年次必修科目として，社会人とし
てのマナーとコミュニケーションに関する知識・
技術を学び，円滑な人間関係を築く態度を育成す
る社会人セミナーがある．このようなマナー・態
度の育成には，あらゆる場面で複数の機会を提供
しながら，繰り返し教授する必要がある．社会人
セミナーは，その一つとして科目内に設定されて
いる．
③キャリア支援講演会
　医療現場で看護管理に携わる看護部長を講師に
招いて，「今求められる看護師」というテーマで，
講師の看護観と，現在，必要とされている看護師，
これから身につけるべき能力等について，経験談
も含めた講演を実施している．学生が，講師にキャ
リアモデルを見出し，具体的な目標を明確化する
ことを目的とした企画であるが，毎年，多くの学

生は緊張感を持って聴講し，自らの学習目標を再
確認できた等，多くの感想・意見が挙げられてい
た．さらに今後は，ピアサポートが期待できる卒
業生に協力を得た講演会や座談会，認定看護師や
大学院進学といった具体的なキャリアアップコー
スの提示等，より魅力ある企画を検討する必要が
ある．
④学年別就職活動ガイダンス
　就職活動が活発化する3・4年次生を対象に，委
員が中心となって，就職活動の際の心得や具体的
方法等について説明している．この際，就職ガイ
ドブック（写真1）の配布も行っており，学生は4
年次まで活用している．

⑤公務員試験対策講座
　保健師課程の履修学生および各施設の教養試験
対策として，希望する学生は，57時間の公務員対
策講座を学内で受講することができる．昨年度は，
定員に達しなかったため，開講を中止したが，病
院採用試験の一般教養科目の学習方法に戸惑う学
生も多かったことから，企画は継続される予定で
ある．
⑥ TOEIC対策講座
　履修希望学生は，15時間の TOEIC対策講座を
学内で受講することができる．この講座も残念な
がら，定員に達しなかったため，開講を中止した．
海外支援活動を希望する場合に限らず，近年の医
療施設では外国人患者への対応能力を持つ看護職
へのニーズも高まっていることから，学内での講
座開講意義は大きいと考える．公務員講座も含め，
より多く学生がこのような機会を活用できるよう，

 
 
 

 
 
 

 
 

図 2 ᑵ⫋に関する情報཰㞟ά動 （n=74） 

図 3 ᑵ⫋に関する情報※（n=46） 」ᩘ回答 

෗真㸯 ᑵ⫋࢞イドブック 写真1　就職ガイドブック
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興味関心を高める工夫が必要である．
⑦キャリア支援講座
　「病院選びのコツ」では，医療制度上の病院分
類や特殊性といった基本的な知識から，自分に
合った病院選択の参考になる情報について紹介し
ている．「ビジネスマナー」は，社会人として基
本的なマナーに加え，看護学実習を想定したマ
ナーも加えている．「履歴書の書き方」，「面接講座」
では，自己分析も含めて，就職試験に求められる
基本的なスキルについて学ぶ．各種講座に対する
評価は，約9割の学生が「講座内容は役に立つも
のだった」と回答していた．
⑧就職活動報告会
　2，3年次生を対象とした，4年次生による就職
活動紹介講座を企画した．身近な先輩による就職
に対する思いや具体的な就職活動の例を聞くこと
で，効果的なピアサポートとなり，学生の意欲や
就職活動の促進を期待している．
⑨教員による個別相談・指導
　学生は，各種キャリア支援講座を受講した後，
自分の担当 SG教員もしくはクラス担任，進路対
策委員を選んで個別相談を受けることができる．
相談内容は，進路相談から採用試験に向けた小論
文・面接指導や履歴書のチェックまで，学生の要
望に合わせて対応している．ただし，昨年の病院
採用試験時期には，一人の教員が個別の進路相談
に要した時間は，合計で平均24時間，多い者は
100時間以上にも及んでおり，時間確保を含め教
員の個人的負担は大きかったと思われる．
　今後は，これらの講座に加えて，学内での施設
就職説明会の開催を検討している．現在，多くの
学生が外部で開催されている合同就職説明会に複
数回参加しており，学内での開催が決定すれば，
学生の負担が軽減される．また，病院見学やイン
ターンシップと合わせてより多くの選択肢を学生
に提示できると考える．また，一連のキャリア支
援プログラムを展開する上で，学科内外の教員職
員間で学生の状況および対応に関する情報の共有
化を図り，支援プログラムを展開するための体制
が整備されてきたことは，評価すべき点だと考え
る．

2.2　就職活動状況と就職に関する意識
2.2.1　質問紙調査結果における就職活動と意識
　3年次生74名を対象とした就職活動調査（回収
率100% ）の結果，3年次7月現在までに就職に関
して情報収集をしたことのある学生は62% だっ

た（図2）．また，そのうち49% は就職情報をイ
ンターネットから収集しており，学内掲示や資料，
教員の活用は合わせて27% だった（図3）．また，
学外で開催されている合同就職説明会への参加経
験のある学生は48.6% を占め，そのうち，48% は
2回以上の参加経験があった．説明会の参加のきっ
かけは，「友人からの誘い」が最も高く，44.4%
を占めていた（図4）．

 
 
 

 
 
 

 
 

図 2 ᑵ⫋に関する情報཰㞟ά動 （n=74） 

図 3 ᑵ⫋に関する情報※（n=46） 」ᩘ回答 

෗真㸯 ᑵ⫋࢞イドブック 

図2　就職に関する情報収集活動（n= 74）

 
 
 

 
 
 

 
 

図 2 ᑵ⫋に関する情報཰㞟ά動 （n=74） 

図 3 ᑵ⫋に関する情報※（n=46） 」ᩘ回答 

෗真㸯 ᑵ⫋࢞イドブック 

図3　就職に関する情報源（n= 46）複数回答

 
 
 

 

 
 

 

 

 
 

 
 
 
 

 

図 5 ᑵ⫋ά動に関する意㆑ (n=73) 

図 6 情報཰㞟行動の有無ู「㐺性に合った施タへのᑵ⫋を考える」(n=73) 

                                 Mann-Whitney U検定  

 

図 4 ᑵ⫋ά動（インࢱーンシッࣉ・合同説明会など）のきっかけ （n=46）」ᩘ回答 

 

図4　就職活動（インターンシップ・合同説明会など）の
　　  きっかけ（n= 46）複数回答
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100 濵田 維子・二重作 清子

　就職活動に関する意識は，【自分の適性に合っ
た施設の選択】について「とても当てはまる」，「ど
ちらかといえば当てはまる」という学生が合わせ
て82.4% ，就職してから役立つ知識や技術を習得
したいという考え【学習の主体性】は，「とても
当てはまる」，「どちらかといえば当てはまる」を

合わせて95.9% を占めた．一方，将来どこに就職
するか考える【就職の現実性】については，「ど
ちらかといえば当てはまらない」，「当てはまらな
い」を合わせると29.7% を占め，将来の【キャリ
アアップへの関心】は，「どちらかといえば当て
はまらない」，「当てはまらない」を合わせて33.8%

 
 
 

 

 
 

 

 

 
 

 
 
 
 

 

図 5 ᑵ⫋ά動に関する意㆑ (n=73) 

図 6 情報཰㞟行動の有無ู「㐺性に合った施タへのᑵ⫋を考える」(n=73) 

                                 Mann-Whitney U検定  

 

図 4 ᑵ⫋ά動（インࢱーンシッࣉ・合同説明会など）のきっかけ （n=46）」ᩘ回答 

 

図5　就職活動に関する意識（n= 73）

 
 
 

 

 
 

 

 

 
 

 
 
 
 

 

図 5 ᑵ⫋ά動に関する意㆑ (n=73) 

図 6 情報཰㞟行動の有無ู「㐺性に合った施タへのᑵ⫋を考える」(n=73) 

                                 Mann-Whitney U検定  

 

図 4 ᑵ⫋ά動（インࢱーンシッࣉ・合同説明会など）のきっかけ （n=46）」ᩘ回答 

 

図6　情報収集行動の有無別「適正に合った施設への就職を考える」（n= 73）
Mann-W hitney U 検定

 

 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

図 9 情報཰㞟行動の有無ู 「どこにᑵ⫋するかについて考える」(n=73) 

Mann-Whitney U検定  

 

図 8 情報཰㞟行動の有無ู 「࢟ࣕリアアッࣉについて考える」(n=73)  

Mann-Whitney U検定                              

図 7情報཰㞟行動の有無ู 「ᑵ⫋してからᙺ❧つ知㆑やᢏ⾡を習ᚓしたい」(n=73)  

Mann-Whitney U検定  

図7　情報収集行動の有無別「就職してから役立つ知識や技術を習得したい」（n= 73）
Mann-W hitney U 検定
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101看護大学生へのキャリア支援の取り組みと課題

を占めた（図5）．
　さらに，就職に関する情報収集行動と就職に対
する意識の関連をみると，情報収集行動とは，【自
分の適性に合った施設】（Mann－W hitney U 検定
p= 0.02），【学習への主体性】（p= 0.04），【キャリ

アアップへの関心】（p= 0.02）の3つの各意識との
間に有意差がみられ，情報収集行動のある学生は，
ない学生に比べて，これらの意識が強いことが示
された．一方，情報収集行動と【就職の現実性】
との間には有意差がなかった．（図6.7.8.9）

 

 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

図 9 情報཰㞟行動の有無ู 「どこにᑵ⫋するかについて考える」(n=73) 

Mann-Whitney U検定  

 

図 8 情報཰㞟行動の有無ู 「࢟ࣕリアアッࣉについて考える」(n=73)  

Mann-Whitney U検定                              

図 7情報཰㞟行動の有無ู 「ᑵ⫋してからᙺ❧つ知㆑やᢏ⾡を習ᚓしたい」(n=73)  

Mann-Whitney U検定  

図8　情報収集行動の有無別「キャリアアップについて考える」（n= 73）
Mann-W hitney U 検定

 

 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

図 9 情報཰㞟行動の有無ู 「どこにᑵ⫋するかについて考える」(n=73) 

Mann-Whitney U検定  

 

図 8 情報཰㞟行動の有無ู 「࢟ࣕリアアッࣉについて考える」(n=73)  

Mann-Whitney U検定                              

図 7情報཰㞟行動の有無ู 「ᑵ⫋してからᙺ❧つ知㆑やᢏ⾡を習ᚓしたい」(n=73)  

Mann-Whitney U検定  

図9　情報収集行動の有無別「どこに就職するかについて考える」（n= 73）
Mann-W hitney U 検定

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

図 10 ᑵ⫋ඛで重どする事᯶（」ᩘ回答） 図10　就職先で重視する事柄（複数回答）
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102 濵田 維子・二重作 清子

　また，就職先選択の際，重要視する事柄につい
ては，新人教育の充実が最も高く，次に離職率，
勤務地の順だった（図10）．
2.2.2　インタビューにおける就職活動への思い
　4年次生の就職活動に対する思いを分析した結
果，【就職活動の契機となった不安の出現】，【キャ
リアモデルの存在】，【就職活動の意味づけ】，【身
近な人物の助言を希求】の4つのカテゴリーと16
のサブカテゴリーが導き出された．学生が就職活
動を始める契機となったのは，漠然とした【不安
の出現】であり，その後も就職に関する不安を抱
えながら現在に至っていた．そして，就職活動を
進める上で指標となっていたのは，理想とする看
護師像であり，【キャリアモデルの存在】は，就
職先の選択基準にも影響していた．また，学生は，
自分にとってこの活動はどのような意味があるの
か【就職活動の意味づけ】を行っているが，個々
の考えには大きな相違がみられた．就職活動を重
視している学生ほど不安も大きく，その対処行動
として教員，家族，友人という【身近な人物の助
言を希求】し，それが必要だったと感じていた．
【就職活動の契機となった不安の出現】
　最初に就職活動を開始したのは，もう就職活動
をしなければいけないのではないかという「漠然
とした不安」1　と，身近な友人が就職活動を始め
たことへの「焦り」2　の二つのきっかけが含まれ
ていた．いずれにしても具体的にどのように就職
先を選択するかが明確でないまま，情報収集行動
に突き動かされ，親しい友人と一緒に行動してい
る．しかし，選択基準がはっきりしない状況での
情報収集により，さらに混乱してしまったことを
振り返っている．学生 Fにおいては，「自分の目
指す看護師像がわからない強い葛藤」3　の中で，
実際に病院に行けば，何かヒントがあるのではな
いかと考え，2年次前期より10回以上にわたる就
職説明会への参加，病院見学と精力的に就職情報
の収集を行っていた．
　さらに，就職先が決定した現在に至るまで，「自
分の適性に対する不安」4　が存在していた．
【キャリアモデルの存在】
　キャリアモデルの有無は，就職先を検討する経
緯に大きな違いを生んでいた．学生 A，Fは，入
学前の生活の中で，あるいは看護学実習の中で，

キャリアモデルとなる人物との出会いにより，「理
想の看護師像の存在」5　と，「特定の専門領域へ
の決意・希望」6　を語っていた．一方で，キャリ
アモデルとの出会いがなかった学生には，「理想
の看護師像の不在」7　により，自分がどのような
看護師を目指しているのかといった具体的な語り
はなかった．彼らの病院選択基準では，「理想の
看護より福利厚生等の採用条件を重視」8　してい
た．
【就職活動の意味づけ】
　このカテゴリーには，就職活動に対する個々の
学生の4つの捉え方が含まれていた．学生 A，B，C，
Dは，就職活動に対して，「どこに就職しても自
分次第」9　であり，働く自分がイメージできずそれ
程必至になれなかったという「就職の非現実性」10

から，あまり重要視していなかった．
　一方で，学生 Eは，卒業後に就職した病院で
適応できず，看護師を辞めたくなったら「自分の
一生に関わる重要なこと」11　だと考え，就職活
動をとても重要視していた．学生 Fは，「自分の
目指す看護師・看護観を実現できる病院に就職す
ることがとても重要」12　であり，逆に自分の目
的意識を明確に持って就職しなければ自分がダメ
になってしまうような気がすると語った．また，
病院選択に迷いながら複数回参加した病院見学や
インターンシップにより，「実際に様々な現場を
垣間見ることは，視野を広げる貴重な機会」13　

になったととらえていた．
【身近な人物の助言を希求】
　このカテゴリーには，「先輩からの情報提供が
欲しい」14　「教員からの個人的な助言・指導が役
に立った」15　「家族や友人からの助言に従った」16

という身近な人物からの助言を希求し，重要視す
るサブカテゴリー内容が含まれていた．卒業生か
らの情報がなかったことを振り返り，採用試験や
面接に対する強い不安を持っていた彼らは，「も
し先輩がいたら情報提供をして欲しかった」とい
う強い要望を語った．また，キャリア支援講座で
配布した資料を活用しつつ，個別に「教員からの
助言・指導を求める」ことで不安を解決しようと
していた．実際，多くの情報の中から選択した病
院が，自分の適性に合っているかどうかに対し，
教員からより客観的な助言や指導を受けたことは，
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103看護大学生へのキャリア支援の取り組みと課題

就職活動を進める上で，必要な支援だったと感じ
ていた．また，将来の看護師像が明確でない状況
では，身近な友人や親，きょうだい，知人などか
ら得た情報や個人的意見が，就職先の決定に大き
く影響していた．

࡯ߟ.�
　キャリア支援として，学生への種々の学習機会
を提供してきたが，各講座に対する学生評価は概
ね高い結果だった．講座，講演，科目としての教
育機会を学生がさらに意識的に活用できるよう，
各企画の意図について十分な認識を促すことが引
き続き，重要な課題である．また，過半数の学生
が就職に関する情報収集を行っていたが，そのう
ち多くはインターネットを活用していた．求人情
報については，学内掲示や閲覧資料として管理し
その活用を促していたが，現代の学生にとっては，
パソコンやスマートフォンを使用した情報収集が
習慣化しており，学内資料の活用率は27% 程度
だった．学生が必要な時に，よりリアルタイムに
就職情報を手に入れる方法については，今後検討
する余地があると考える．また，就職先を決定す
る際，重要視することは，新人教育の充実，離職
率，勤務地の順で高く，先行研究とほぼ同様の結
果だった6）．これらの情報を学生がより客観的に
判断できるよう，求人訪問者や卒業生からの教職
員による情報収集も必要だと考える．
　キャリア支援体制には，集団指導だけではなく，
学生個々に進路対策委員・就職係・担任・SG教
員が連携して対応できるシステムが不可欠である．
1人の学生に対して，複数の教職員が多面的に支
援する体制は，きめ細やかな支援に欠かせない．
特に，進路選択を控えた4年次生にとって，小論文，
面接，履歴書の書き方，具体的な進路に対する不
安も強く，個別相談への要望が高いことが，実際
の教員対応頻度，学生へのインタビューで再確認
できた．特に，担当学生の学習状況や進路希望等
を知る SG教員による細やかな個別指導・助言は，
学生の不安軽減に効果的だと考える．しかし，教
員の負担や時間的制約があることは看過できない．
教員間，委員会間での連携や，行政が運営する若
者しごとサポートセンターなどの活用など，さら
なる改善策を検討するべきであろう．

　また，看護学生にとって，キャリアモデルの発
見は，将来像を描く上で，非常に大きな影響を与
える．就職活動を開始するきっかけは，主体的な
ものではなく，友人の誘いが最も高い理由だった．
4年次のインタビューでも漠然とした不安が契機
となり，親しい友人と一緒に活動を始めるという
同様の結果であった．準備性のない状況での膨大
な情報収集は，逆に混乱と不安を助長し，さらに，
この不安は，就職決定後も，自分の適性や就職後
の適応に対する不安として継続している．教員は，
まず個々の学生がどのような就職選択の準備性を
持って就職活動に臨んでいるのか，把握した上で
指導すべきである．その上で，学習目標を明確化
する支援として，低学年より，自分の適性を判断
する自己分析や施設の具体的な選択基準の提供，
また，キャリアアップへの関心を高めるための進
路コースやキャリアモデルの紹介等を行う支援が，
過度な不安や葛藤を軽減すると考えられる．
　また，3年次生の8～9割の学生は，自分の適性
に合った就職先を選択し，主体的に学習したいと
いう意識を持っていた．さらに，自分に合った施
設への就職と主体的な学習，キャリアアップへの
関心は，就職に関する情報収集行動に関連してい
た．一方で，将来，自分がどこに就職するかとい
う就職の現実性に対する意識は，情報収集行動と
関連がなかった．自分の適性を見つめ，就業後ま
で見据えた学習の目標を持つ学生は，積極的に情
報収集行動をとっているといえる．合わせて，4
年次生のインタビューでは，キャリアモデルの存
在が理想とする看護師像につながり，就職先を決
定する上で重要な選択基準となっていた．つまり，
学生にとって有意義な就職活動とは，どこに就職
するかを最初に検討するのではなく，自分は何を
目指しているのかを明確化することが先決であり，
入学時より段階的に，しかもなるべく早期に明確
化できるような支援が必要とされていることが再
確認できた．吉岡らも同様に7），1.2年生次におけ
る専門性の高い仕事に対する意識の低さを指摘す
ると共に，モデリングや演習での行動促進，教員
の関わり方の改善などを通して，1年次からプロ
意識を養うことが重要であると述べている．現在，
本格的なキャリア支援対策は3年次生から主に導
入されているが，1.2年次生を対象としたプログ
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ラムとその内容を検討すべきであろう．例えば，
池西らは8），看護職者のキャリアマネジメントの
体験談を学ぶ授業は，学生の具体的な理解とキャ
リアマネジメントの意義を実感させることを報告
している．卒業生によるキャリア支援講演会を企
画し，身近な卒業生がキャリアモデルとなる機会
を提供することも，一つの方法だと考える．
　学生の職業的アイデンティティについては，看
護大学にいながら看護職という進路に対してネガ
ティブであること9），さらに入学時より2年次，3
年次に低下する職業アイデンティティの揺らぎに
ついて報告されている10）11）．この揺らぎは，学習
量の増加と内容の理解の難しさから，自分の能力
への不信感が強くなり，職業的アイデンティティ
が低下するのではないかと解釈されている．本研
究では，このような学生の不安が，就職先を選択
する4年次まで継続し得ることが示されていた．
自分の目指す看護師像がわからず強い不安や焦り
を持ち，看護師像が明確でないまま，身近な人物
の意見や情報提供を重要視して就職先を選択する
状況が推測された．新卒時のリアリティショック
や自らの未熟さや課題を突き付けられる場面を想
定すると，自己分析ができず，看護職としての目
的意識が希薄なまま卒業する学生は，大きなリス
クを背負うことが予測される．職業的アイデン
ティティの形成は，4年間のカリキュラムを通し
た自己の看護観の育成という大きな取り組みが必
要であり，キャリア支援において，切り離すこと
はできない．果たして，現在のキャリア支援が，
職業的アイデンティティ育成を視野においたプロ
グラムとして効果的であるか，再度，検討してい
く必要があると思われる．
　
ޠ݁.�
　本研究により，看護大学生へのキャリア支援に
関する以下の課題を明らかにした．
1）集団を対象とした各種セミナーや講演による
キャリア支援プログラムの効果は，一定の学生評
価もあり，就職活動を支援する情報提供の機会と
して必要な取り組みだと言える．ただし，職業的
アイデンティティの育成を視野においたキャリア
支援として，低学年を対象にしたプログラムも積
極的に検討する必要がある．

2）学生の就職に関する情報収集手段は，主にイ
ンターネットであり，特定の場所における掲示や
資料の閲覧はあまり活用されていないことが明ら
かになった．よりリアルタイムに多くの学生が必
要な情報を入手できるような環境を整備する必要
がある．
3）初めての就職活動にて不安を持つ多くの学生
にとって教員の個別指導に対するニーズは非常に
高かった．SG教員は，担当学生の準備性を把握
しながら指導する役割を担うことが期待できる．
しかし，SG職員が個別指導のために十分な時間
を確保し対応するには限界があり，学内外の組織
連携等，改善策を検討する必要がある．
4）学生の就職情報収集行動は，就職活動に対す
る漠然とした不安や友人からの誘いにより始まる
傾向があった．学生の情報収集行動と，自分の適
性に合った施設選択，学習への主体性，キャリア
アップへの関心とに有意差があったことから，学
生の主体的な就職活動を促進するためには，低学
年より職業的アイデンティティの育成を意識した
キャリア支援プログラムを検討することが必要だ
と思われる．
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